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1

俵
屋
宗
達
筆
「
風
神
雷
神
図
屛
風
」
考

―
雨
を
司
る
神
々
―

門
脇　

む
つ
み

キ
ー
ワ
ー
ド
：
雨
乞
い
（
祈
雨
）
／
雲
龍
図
屛
風
／
雷
神
図
屛
風
（
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
美
術
館
）
／
舞
楽
図
屛
風

は
じ
め
に

俵
屋
宗
達
筆
「
風
神
雷
神
図
屛
風
」（
建
仁
寺
・
以
下
《
風
神
雷
神
図
》）（
図
1
））

1
（

は
日
本
の
古
美
術
の
な
か
で
抜
群
の
知
名
度
を
誇

る
傑
作
だ
が
、
分
か
ら
な
い
こ
と
も
多
い
。
宗
達
の
落
款
は
な
い
が
様
式
的
特
徴
に
よ
っ
て
宗
達
筆
は
確
実
視
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
の
宗
達
は
十
七
世
紀
前
半
に
活
躍
し
た
と
み
な
せ
る
も
の
の
生
没
年
を
は
じ
め
伝
歴
が
不
明
で
あ
り
、《
風
神
雷
神
図
》
の
制
作
時
期

や
伝
来
等
に
つ
い
て
定
説
を
み
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
）
2
（

。
ま
た
、
宗
達
か
ら
尾
形
光
琳
、
酒
井
抱
一
へ
と
私
淑
継
承
さ
れ
た
琳
派
の
祖
と

し
て
の
宗
達
を
証
す
る
作
品
と
い
う
評
価
が
定
着
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
《
風
神
雷
神
図
》
制
作
時
の
事
情
に
は
関
わ
ら
な
い
。
何
よ
り
、

《
風
神
雷
神
図
》
と
は
何
か
、制
作
当
初
の
鑑
賞
者
に
と
っ
て
こ
れ
が
ど
の
よ
う
な
意
味
や
機
能
を
持
つ
モ
ノ
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、

従
来
、
ほ
と
ん
ど
説
明
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
）
3
（

。
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そ
う
し
た
な
か
、
近
年
、
玉
蟲
敏
子
氏
）
4
（

が
提
示
さ
れ
た
「
雨
乞
い
の
習
俗
と
風
神
雷
神
の
図
像
の
緊
密
な
関
係
」
は
き
わ
め
て
重
要
な

指
摘
で
あ
る
。
た
だ
し
、
同
氏
は
《
風
神
雷
神
図
》
を
模
写
し
た
尾
形
光
琳
（
一
六
五
八
〜
一
七
一
六
）「
風
神
雷
神
図
屛
風
」（
東
京
国

立
博
物
館
）
の
裏
面
に
酒
井
抱
一
（
一
七
六
一
〜
一
八
二
九
）
が
描
い
た
「
夏
秋
草
図
屛
風
」（
東
京
国
立
博
物
館
）
を
中
心
と
し
、
十

八
世
紀
後
半
か
ら
十
九
世
紀
後
半
の
江
戸
で
風
神
・
雷
神
が
雨
乞
い
と
強
固
に
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
を
俳
諧
、
黄
表
紙
、
浮
世
絵
等
の

事
例
に
よ
り
論
証
す
る
。
そ
の
た
め
《
風
神
雷
神
図
》
と
雨
乞
い
の
関
係
は
明
言
し
て
お
ら
れ
な
い
が
、
遡
っ
て
《
風
神
雷
神
図
》
も
雨

乞
い
と
結
び
つ
い
て
制
作
さ
れ
た
可
能
性
を
考
え
て
良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
、
風
神
と
雷
神
は
自
然
信
仰
に
お
け
る
風

と
雷
の
神
々
で
あ
り
、
と
り
わ
け
雷
神
は
雷
に
よ
り
雨
を
招
く
た
め
雨
乞
い
に
関
わ
り
、
後
述
す
る
よ
う
に
風
神
と
と
も
に
扱
わ
れ
て
き

た
）
5
（

。
し
か
し
、
風
神
・
雷
神
の
そ
の
よ
う
な
性
格
が
自
明
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
な
の
か
、
管
見
ゆ
え
か
、
こ
れ
ま
で
《
風
神
雷
神
図
》
が

「
雨
を
司
る
神
々
」
を
描
く
と
い
う
視
点
で
読
み
解
か
れ
た
こ
と
は
な
い
よ
う
に
思
う
。
本
論
は
多
く
の
先
学
の
研
究
に
学
び
つ
つ
、《
風

神
雷
神
図
》
の
風
神
・
雷
神
が
「
雨
を
司
る
神
々
」
で
あ
り
、
こ
の
作
品
が
雨
乞
い
（
祈
雨
）
等
の
儀
礼
と
関
わ
る
可
能
性
を
検
討
す
る
。

◇
八
大
龍
王
、
龍
と
と
も
に
描
か
れ
る
風
神
・
雷
神

《
風
神
雷
神
図
》
の
図
像
の
検
討
に
先
だ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
《
風
神
雷
神
図
》
へ
と
至
る
風
神
・
雷
神
図
像
の
系
譜
に
つ
い
て
の
研

究
を
み
て
お
く
。
そ
の
研
究
は
、松
本
栄
一
氏
、脇
坂
淳
氏
）
6
（

に
始
ま
り
、《
風
神
雷
神
図
》
の
図
像
の
基
本
的
な
枠
組
み
を
明
ら
か
に
し
た
。

す
な
わ
ち
、
風
神
・
雷
神
は
古
来
、
仏
教
に
お
い
て
は
『
金
光
明
経
（
金
光
明
最
勝
王
経
）』
に
基
づ
き
千
手
観
音
の
眷
属
と
し
て
描

か
れ
て
お
り
、
そ
の
種
の
仏
画
を
中
心
に
多
く
の
作
例
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
と
《
風
神
雷
神
図
》
の
ポ
ー
ズ
、
着
衣
、
顔
立
ち
、
持
ち
物

等
を
比
較
対
照
し
た
結
果
、
次
の
諸
点
が
指
摘
さ
れ
る
。
二
神
の
図
像
は
弘
安
本
系
北
野
天
神
縁
起
絵
巻
（「
松
崎
天
神
縁
起
絵
巻
」
防

府
天
満
宮
・
一
三
一
一
年
を
は
じ
め
、
宮
内
庁
本
、
根
津
美
術
館
本
等
が
知
ら
れ
る
）
に
二
度
登
場
す
る
雷
神
の
姿
か
た
ち
を
一
方
は
そ
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の
ま
ま
雷
神
と
し
て
用
い
、
も
う
一
方
に
は
風
袋
を
持
た
せ
風
神
と
し
た
も
の
と
推
測
で
き
、
加
え
て
三
十
三
間
堂
（
妙
法
院
蓮
華
王
院
）

の
彫
像
の
「
風
神
・
雷
神
像
」（
十
三
世
紀
）
の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
。
他
の
宗
達
作
品
の
図
像
あ
る
い
は
そ
の
制
作
環
境
か
ら
宗

達
が
こ
れ
ら
の
絵
巻
や
彫
像
を
実
見
し
た
と
み
な
せ
る
こ
と
。
そ
し
て
、《
風
神
雷
神
図
》
は
風
神
・
雷
神
を
描
く
そ
う
し
た
先
例
か
ら

二
神
の
み
を
取
り
出
し
て
屛
風
の
大
画
面
に
描
く
点
で
特
異
で
あ
る
こ
と
。
加
え
て
、
通
常
は
赤
色
で
あ
る
雷
神
の
体
色
が
白
色
で
あ
る

こ
と
、
雷
神
が
頭
に
鉢
巻
状
の
バ
ン
ド
を
着
け
る
こ
と
は
他
例
が
な
い
と
し
て
注
目
さ
れ
て
も
い
る
。

こ
の
見
解
を
踏
ま
え
つ
つ
、
従
来
《
風
神
雷
神
図
》
と
の
関
係
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
が
な
い
と
思
わ
れ
る
、
明
ら
か
に
雨
に
関
わ

る
諸
神
と
と
も
に
風
神
・
雷
神
を
描
く
先
行
作
例
を
挙
げ
、《
風
神
雷
神
図
》
の
二
神
の
図
像
の
意
味
や
参
照
源
を
考
え
る
。

「
春
日
龍
珠
箱
」（
十
四
世
紀
、
奈
良
国
立
博
物
館
））

7
（

は
、
降
雨
の
霊
能
を
持
つ
と
さ
れ
る
龍
神
の
強
力
な
力
が
込
め
ら
れ
た
宝
珠
を
収

納
す
る
箱
で
、
龍
神
信
仰
の
拠
点
で
あ
っ
た
室
生
寺
伝
来
と
さ
れ
る
。
二
重
箱
に
な
っ
て
お
り
、
外
箱
の
身
の
側
面
に
は
春
日
山
と
春
日

社
の
五
神
等
、
蓋
の
側
面
に
は
宝
珠
、
蓋
裏
（
図
2
）
に
束
帯
姿
で
龍
を
肩
に
の
せ
る
八
大
龍
王
を
中
央
に
、
そ
の
左
右
上
方
に
風
神
・

雷
神
、
下
方
中
央
に
水
中
か
ら
立
ち
現
れ
る
三
匹
の
龍
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
。
蓋
表
は
傷
み
で
図
像
が
不
明
瞭
だ
が
他
の
部
分
を
踏
ま
え
て

宝
珠
を
持
つ
龍
王
が
描
か
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
内
箱
の
身
の
側
面
に
は
波
濤
、
蓋
の
表
裏
に
は
八
大
龍
王
が
変
化
し
た
姿
と

考
え
ら
れ
る
八
鬼
神
を
描
く
。
箱
全
体
と
し
て
水
を
司
る
龍
神
を
春
日
の
神
々
が
守
護
す
る
意
匠
と
み
な
せ
る
。
つ
ま
り
、
龍
神
の
降
雨

の
力
を
視
覚
化
す
る
こ
の
作
品
に
お
い
て
、
風
神
・
雷
神
は
八
大
龍
王
や
龍
と
同
じ
能
力
、
性
格
を
有
す
る
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
同
一
画

面
に
描
か
れ
て
い
る
。

ま
た
、「
善
女
龍
王
像
」（
十
五
世
紀
、
楽
田
寺
））

8
（

は
雨
乞
い
の
寺
と
し
て
知
ら
れ
る
同
寺
の
祈
祷
の
本
尊
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
善
女
龍
王
像
と
し
て
は
特
異
な
図
像
で
、
大
海
原
上
の
中
央
に
眷
属
を
伴
う
善
女
龍
王
、
上
方
左
に
風
神
・
雷
神
、
右
に
十
一
面

観
音
、
左
下
に
弘
法
大
師
を
描
く
。
こ
こ
で
も
風
神
・
雷
神
は
、
雨
乞
い
と
明
確
に
結
び
付
い
て
い
る
。



4

こ
の
よ
う
な
室
町
時
代
の
作
品
に
登
場
す
る
雨
を
司
る
霊
能
を
も
つ
八
大
龍
王
や
龍
、
善
女
龍
王
と
と
も
に
描
か
れ
る
風
神
・
雷
神
の

存
在
は
、《
風
神
雷
神
図
》
の
風
神
・
雷
神
も
ま
た
「
雨
を
司
る
神
々
」
と
い
う
性
格
を
有
す
る
こ
と
を
改
め
て
強
く
示
唆
す
る
。

◇
《
風
神
雷
神
図
》
の
図
像
と
雨
乞
い
に
関
わ
る
作
例

こ
れ
ら
室
町
時
代
の
雨
乞
い
に
関
わ
る
作
例
は
、《
風
神
雷
神
図
》
の
図
像
に
つ
い
て
も
検
討
を
促
す
。
既
述
の
通
り
、《
風
神
雷
神
図
》

の
風
神
・
雷
神
に
つ
い
て
弘
安
本
系
北
野
天
神
縁
起
絵
巻
と
の
図
像
の
共
通
が
言
わ
れ
て
き
た
が
、
雷
神
は
か
な
り
一
致
す
る
の
に
対
し
、

風
神
（
図
3
）
と
そ
の
原
型
と
さ
れ
る
絵
巻
の
雷
神
（
図
4
）
に
は
距
離
が
あ
る
、《
風
神
雷
神
図
》
の
原
型
は
複
数
に
わ
た
る
、
よ
り

広
く
求
め
る
べ
き
と
い
っ
た
意
見
が
あ
っ
た
。「
春
日
龍
珠
箱
」
の
風
神
（
図
5
＊
挿
図
は
左
右
反
転
し
た
も
の
）
は
、
そ
の
原
型
の
一

つ
と
み
な
し
得
る
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。《
風
神
雷
神
図
》
の
風
神
と
比
べ
る
と
、
腕
の
位
置
や
風
袋
が
描
く
曲
線
、
角
の
本
数
、

髪
が
な
び
く
方
向
な
ど
に
違
い
は
あ
る
が
、
駆
け
る
脚
の
形
状
や
風
袋
を
握
る
手
つ
き
、
金
色
の
髪
が
風
に
な
び
く
様
子
等
を
は
じ
め
全

体
と
し
て
か
な
り
似
て
い
る
。
同
種
の
図
像
は
「
千
手
観
音
二
十
八
部
衆
像
」
の
定
型
と
し
て
図
像
を
継
承
す
る
作
品
（
天
永
護
国
院
、

智
積
院
））

9
（

に
も
認
め
ら
れ
、
風
神
像
と
し
て
一
定
の
規
範
性
を
持
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

あ
る
い
は
「
八
大
龍
王
尊
像
」（
十
五
〜
十
六
世
紀
、
藤
田
美
術
館
）（
図
6
））

10
（

は
画
面
中
央
の
雲
上
に
立
つ
十
一
面
観
音
、
そ
の
左
右

と
下
部
に
八
大
龍
王
（
鬼
神
姿
の
も
の
も
含
む
）
を
描
く
。
龍
王
の
手
に
持
つ
宝
珠
や
瓶
お
よ
び
彼
ら
に
巻
き
付
く
龍
の
口
か
ら
水
が
あ

ふ
れ
出
て
お
り
、
観
音
の
背
後
等
に
雨
、
画
面
下
半
分
に
黒
雲
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
で
、
観
音
と
龍
王
の
法
力
に
よ
り
天
空
か
ら
雨
が

降
ら
さ
れ
て
い
る
様
子
を
描
く
と
理
解
で
き
る
。
北
澤
菜
月
氏
は
、
類
似
し
た
様
子
の
八
大
龍
王
が
描
か
れ
る
「
最
勝
曼
荼
羅
」（
奈
良

国
立
博
物
館
））

11
（

が
興
福
寺
に
よ
る
文
安
元
年
（
一
四
四
四
）
の
祈
雨
の
本
尊
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
図
も
「
何
ら
か
の
祈
雨
の
儀
礼
に
用

い
ら
れ
た
」
と
述
べ
る
。
そ
の
画
面
左
中
央
辺
り
の
龍
王
（
図
7
＊
挿
図
は
左
右
反
転
し
た
も
の
）
に
《
風
神
雷
神
図
》
の
雷
神
（
図
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8
）
を
特
徴
づ
け
る
逆
立
つ
髪
、
動
物
の
よ
う
な
耳
、
の
こ
ぎ
り
刃
の
よ
う
な
眉
と
口
ひ
げ
、
円
形
の
目
、
鼻
孔
が
正
面
を
向
く
鼻
、
大

き
く
裂
け
た
口
が
認
め
ら
れ
る
。
従
来
、
雷
神
の
顔
立
ち
は
三
十
三
間
堂
の
彫
像
と
の
類
似
が
注
目
さ
れ
て
き
た
。
彫
像
と
の
共
通
は
顔

だ
け
で
な
く
ポ
ー
ズ
や
着
衣
に
つ
い
て
も
認
め
ら
れ
、
宗
達
が
そ
れ
を
参
照
し
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
に
加
え
て
こ

の
龍
王
の
よ
う
な
系
統
の
、
彫
像
で
は
な
い
図
像
が
参
照
さ
れ
て
い
る
可
能
性
は
な
い
だ
ろ
う
か
）
12
（

。
な
お
《
風
神
雷
神
図
》
の
雷
神
の
顔

立
ち
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
た
諸
点
は
古
来
、
鬼
や
異
形
の
者
を
描
く
際
の
定
番
で
あ
り
、
雷
神
と
龍
王
（
鬼
神
）
の
類
似
も
そ
の
範
囲
内

で
は
あ
ろ
う
が
、
こ
の
場
合
、
風
神
・
雷
神
と
龍
王
の
性
格
の
共
通
に
基
づ
く
と
み
た
い
。

以
上
の
通
り
、
従
来
述
べ
ら
れ
て
き
た
《
風
神
雷
神
図
》
へ
至
る
風
神
・
雷
神
の
図
像
の
検
討
に
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
な
お
か
つ
祈
雨

と
の
関
係
の
明
確
な
風
神
・
雷
神
の
図
像
の
系
譜
を
別
に
想
定
す
る
こ
と
が
、《
風
神
雷
神
図
》
の
図
像
、
そ
の
意
味
の
理
解
を
助
け
る

よ
う
に
思
う
。「
春
日
龍
珠
箱
」
や
「
八
大
龍
王
尊
像
」
を
生
み
出
し
た
だ
ろ
う
南
都
に
お
け
る
こ
の
種
の
宗
教
美
術
、
そ
の
伝
播
に
つ

い
て
は
検
討
が
必
要
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
宗
達
お
よ
び
発
注
者
が
従
来
知
ら
れ
て
き
た
千
手
観
音
の
眷
属
で
あ
っ
た
風
神
・
雷
神
を
雨
を

司
る
神
々
と
し
て
明
確
に
描
き
出
す
た
め
、
多
く
の
先
例
に
あ
た
り
、
そ
の
目
的
に
適
う
図
像
を
探
る
な
か
で
、
こ
れ
ら
の
系
統
の
図
像

を
参
照
す
る
こ
と
は
、
後
述
す
る
宗
達
と
宮
廷
の
関
わ
り
を
勘
案
す
れ
ば
、
あ
り
得
る
と
考
え
て
い
る
。

◇
《
風
神
雷
神
図
》
と
《
雲
龍
図
》、《
雷
神
図
》

《
風
神
雷
神
図
》
の
風
神
・
雷
神
を
、
龍
王
や
龍
に
通
じ
る
雨
を
司
る
性
格
を
有
す
と
み
な
し
た
と
き
、
宗
達
描
く
他
の
二
点
の
作
品

と
の
関
わ
り
が
気
に
か
か
る
。
一
点
は
「
雲
龍
図
屛
風
」（
フ
リ
ー
ア
美
術
館
、
以
下
《
雲
龍
図
》）（
図
9
））

13
（

、
も
う
一
点
は
近
年
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
「
雷
神
図
屛
風
」（
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
美
術
館
、
以
下
《
雷
神
図
》）（
図
10
））

14
（

で
あ
る
。
二
点
は
そ
の
図
像
、
意
味
に

お
い
て
《
風
神
雷
神
図
》
と
深
く
関
わ
る
。
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《
雲
龍
図
》
は
宗
達
に
よ
る
水
墨
画
の
屛
風
の
代
表
作
で
六
曲
一
双
屛
風
の
両
隻
に
署
名
「
法
橋
宗
達
」、
朱
文
円
印
「
対
青
」
を
備
え

る
。
そ
の
左
隻
の
龍
が
《
風
神
雷
神
図
》
の
雷
神
と
ポ
ー
ズ
が
相
似
す
る
と
い
う
指
摘
）
15
（

が
あ
る
。
加
え
て
両
者
は
屛
風
の
大
画
面
に
二
神

あ
る
い
は
龍
の
み
を
描
く
こ
と
、
そ
れ
ら
が
黒
雲
に
乗
る
こ
と
も
共
通
し
て
い
る
。《
雲
龍
図
》
の
よ
う
に
二
頭
の
龍
を
六
曲
一
双
屛
風

の
左
右
隻
に
一
頭
ず
つ
向
き
合
う
よ
う
に
描
く
こ
と
は
、
室
町
時
代
以
降
、
多
数
制
作
さ
れ
た
龍
虎
図
屛
風
を
双
龍
の
組
み
合
わ
せ
に
変

え
て
近
世
初
期
に
は
海
北
友
松
（
一
五
三
三
〜
一
六
一
五
）
ら
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
宗
達
《
雲
龍
図
》
も
そ
の

一
つ
で
あ
る
。《
風
神
雷
神
図
》
と
《
雲
龍
図
》
は
と
も
に
宗
達
の
筆
で
あ
る
の
で
相
似
は
不
思
議
で
は
な
い
が
、
し
か
し
、
降
雨
に
関

わ
る
龍
神
信
仰
に
基
づ
く
龍
と
雨
を
司
る
雷
神
の
共
通
す
る
性
格
が
こ
う
し
た
ポ
ー
ズ
、
構
図
の
共
通
に
関
わ
っ
て
い
な
い
は
ず
は
な
い

だ
ろ
う
。

一
方
、《
雷
神
図
》
は
六
曲
一
隻
屛
風
で
宗
達
の
工
房
印
と
さ
れ
る
「
伊
年
」
印
が
捺
さ
れ
る
。
本
来
は
六
曲
一
双
屛
風
の
左
隻
に
あ

た
り
、
風
神
を
描
く
右
隻
を
伴
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。《
風
神
雷
神
図
》
と
比
べ
て
雷
神
の
ポ
ー
ズ
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、《
風
神

雷
神
図
》
の
雷
神
よ
り
も
頭
部
が
伸
び
上
唇
が
突
き
出
て
、
髪
は
額
に
か
か
り
、
怒
り
や
凄
み
を
感
じ
さ
せ
る
顔
立
ち
が
特
徴
と
指
摘
さ

れ
て
き
た
。
実
は
、《
雲
龍
図
》
の
左
隻
の
龍
と
《
雷
神
図
》
の
雷
神
は
ポ
ー
ズ
が
共
通
し
、
し
か
も
屛
風
内
で
の
モ
チ
ー
フ
の
配
置
も

よ
く
似
る
。
い
ず
れ
も
体
躯
を
第
四
扇
に
置
き
雷
神
で
言
え
ば
左
脚
が
第
三
扇
ま
で
伸
び
天
衣
あ
る
い
は
火
焔
や
髭
が
画
面
向
か
っ
て
右

へ
と
な
び
く
。
画
面
上
端
で
モ
チ
ー
フ
が
切
れ
て
い
る
点
も
同
様
で
あ
る
。
さ
ら
に
、《
風
神
雷
神
図
》
の
雷
神
と
《
雷
神
図
》
の
雷
神
（
図

11
）
の
顔
立
ち
の
大
き
な
違
い
で
あ
る
眉
間
の
盛
り
上
が
り
や
長
く
伸
び
た
上
唇
も
《
雲
龍
図
》
の
龍
（
図
12
）
と
共
通
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、《
雷
神
図
》
の
雷
神
は
、
そ
の
ポ
ー
ズ
、
顔
立
ち
に
お
い
て
《
風
神
雷
神
図
》
の
雷
神
よ
り
も
《
雲
龍
図
》
の
龍
に
む
し
ろ
近
い

と
言
っ
て
も
良
い
。

《
雲
龍
図
》
の
画
家
に
つ
い
て
近
時
、
田
中
英
二
氏
）
16
（

は
両
隻
の
龍
は
筆
が
異
な
り
左
隻
が
や
や
劣
る
が
波
に
は
両
隻
に
共
通
す
る
部
分
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が
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
全
体
と
し
て
宗
達
自
身
が
関
与
し
た
工
房
作
と
考
察
し
て
い
る
。
ま
た
《
雷
神
図
》
に
つ
い
て
、
辻
惟
雄
氏
）
17
（

は
宗

達
の
門
人
の
作
と
み
る
。
三
作
品
の
前
後
関
係
は
ひ
と
ま
ず
置
く
が
、
宗
達
と
そ
の
工
房
に
お
い
て
同
一
の
図
像
が
繰
り
返
し
描
か
れ
た

こ
と
は
重
視
し
た
い
。
宗
達
が
古
絵
巻
や
仏
画
に
学
び
自
作
に
利
用
し
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
。
そ
の
際
、
意
味
内
容
よ
り
も
か

た
ち
や
構
図
へ
の
関
心
に
基
づ
い
て
自
身
の
感
覚
で
自
在
に
使
い
こ
な
し
て
い
る
場
合
が
多
い
）
18
（

。
し
か
し
、
こ
こ
に
挙
げ
た
三
点
は
大
画

面
に
そ
れ
を
単
独
で
描
く
も
の
で
、
指
摘
さ
れ
て
き
た
先
行
作
品
利
用
と
は
一
線
を
画
し
、
む
し
ろ
意
図
的
に
モ
チ
ー
フ
の
意
味
を
ゆ
え

に
同
じ
図
像
を
用
い
た
可
能
性
を
考
え
て
い
る
。

《
風
神
雷
神
図
》
の
風
神
・
雷
神
は
、
従
来
言
わ
れ
て
き
た
よ
う
に
千
手
観
音
の
眷
属
の
う
ち
か
ら
二
神
だ
け
を
取
り
出
し
た
も
の
で

は
あ
る
が
、
な
ぜ
二
神
を
選
び
描
い
た
の
か
と
言
え
ば
、
そ
れ
が
雨
を
司
る
神
々
で
あ
る
た
め
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
性
格
を
も
つ
二
神

を
屛
風
の
大
画
面
に
登
場
さ
せ
る
に
あ
た
り
、
龍
図
屛
風
の
定
型
で
あ
っ
た
構
図
を
応
用
し
て
二
神
を
龍
の
よ
う
に
天
空
に
浮
か
び
あ
が

ら
せ
、
二
神
が
そ
の
性
格
に
お
い
て
も
龍
神
と
共
通
す
る
こ
と
を
視
覚
的
に
あ
ら
わ
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
認
識
の
も
と
、
雷
神

と
《
雲
龍
図
》
左
隻
の
龍
は
同
じ
ポ
ー
ズ
を
し
、《
風
神
雷
神
図
》
の
類
品
で
あ
る
《
雷
神
図
》
の
雷
神
も
ま
た
《
雲
龍
図
》
左
隻
の
龍

と
ポ
ー
ズ
や
顔
立
ち
ま
で
よ
く
似
た
姿
で
描
か
れ
た
と
考
え
て
い
る
。

◇
宮
廷
、
関
係
社
寺
に
お
け
る
祈
雨
・
祈
晴

で
は
、
な
ぜ
宗
達
は
《
風
神
雷
神
図
》
の
風
神
・
雷
神
を
「
雨
を
司
る
神
々
」
と
し
て
描
い
た
の
か
。
宗
達
の
伝
歴
の
詳
細
は
不
明
で

あ
る
が
、
限
ら
れ
た
資
料
お
よ
び
遺
さ
れ
た
作
品
か
ら
後
水
尾
天
皇
（
一
五
九
六
〜
一
六
八
〇
）
お
よ
び
当
時
の
宮
廷
の
愛
顧
を
受
け
て

い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
の
宮
廷
周
辺
に
祈
雨
も
し
く
は
祈
晴
が
確
認
で
き
る
。
な
お
、
古
来
、
雨
に
関
す
る
祈
祷
は
圧
倒
的
に
雨

乞
い
（
祈
雨
）
が
多
く
、
こ
こ
ま
で
諸
作
品
に
つ
い
て
祈
雨
と
の
関
係
を
述
べ
て
き
た
。
し
か
し
、
祈
雨
は
祈
晴
と
表
裏
一
体
で
あ
り
、
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雨
を
司
る
霊
能
あ
る
神
仏
に
対
し
て
状
況
に
応
じ
て
祈
雨
な
い
し
祈
晴
が
な
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
注
記
し
て
お
き
た
い
）
19
（

。

後
水
尾
天
皇
に
お
い
て
は
、『
後
水
尾
天
皇
実
録
』
等
に
よ
れ
ば
、
た
と
え
ば
慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）
五
月
二
十
三
日
に
岩
清
水

八
幡
宮
・
伊
勢
神
宮
・
醍
醐
寺
へ
洪
水
の
た
め
止
雨
（
祈
晴
）、
寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
五
月
二
十
一
日
に
伊
勢
神
宮
・
石
清
水
八
幡
宮
・

諸
社
寺
へ
祈
雨
、
同
二
十
五
日
に
御
霊
社
へ
祈
雨
の
祈
祷
を
依
頼
し
て
い
る
）
20
（

。

ま
た
、
後
水
尾
天
皇
の
側
近
の
一
人
で
近
世
初
期
の
宮
廷
を
代
表
す
る
歌
人
で
も
あ
っ
た
烏
丸
光
広
（
一
五
七
九
〜
一
六
三
八
）
に
は

神
に
対
す
る
祈
雨
・
祈
晴
の
歌
が
複
数
み
ら
れ
、
ま
た
そ
の
和
歌
の
徳
に
よ
る
霊
験
も
記
録
さ
れ
る
）
21
（

。
彼
は
宮
中
所
蔵
の
室
町
時
代
の
絵

巻
を
宗
達
が
模
写
し
た
「
西
行
物
語
絵
巻
」（
出
光
美
術
館
）
の
奥
書
を
寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
）
に
記
し
て
お
り
、
宗
達
画
の
着
賛
も

複
数
点
確
認
さ
れ
る
、
宗
達
と
の
関
わ
り
が
確
実
に
知
ら
れ
る
大
変
重
要
な
人
物
で
あ
る
。
光
広
の
息
子
・
資
慶
が
編
纂
し
た
光
広
の
歌

集
『
黄
葉
集
』
に
は
次
の
よ
う
な
歌
が
み
え
る
。
止
雨
に
つ
い
て
「
寛
永
九
年
春
日
祭
延
引
の
こ
と
あ
り
て
、
三
月
十
日
成
け
る
上
卿
に

て
ま
か
り
む
か
ひ
け
る
前
の
日
、
雨
の
ふ
り
け
れ
ば
、
明
日
の
空
い
か
ゞ
あ
る
べ
き
な
ど
お
も
ひ
わ
づ
ら
ひ
し
に
、
ま
た
お
も
ひ
か
へ
し

て　

ふ
ら
ば
ふ
れ
み
か
さ
の
山
の
雨
な
れ
ば
さ
し
て
は
何
の
く
る
し
か
る
べ
き
」「
雨
降
出
て
日
数
や
ま
ざ
り
け
れ
ば
、
又
民
の
な
げ
き

け
る
よ
し
を
き
ゝ
て　

雨
雲
を
は
れ
よ
と
又
も
祈
る
哉
わ
け
い
か
づ
ち
の
神
の
ま
に
〳
　〵

ほ
ど
な
く
あ
め
は
れ
に
け
り
」。
祈
雨
の
例

と
し
て
「
寛
永
九
年
、
摂
津
国
萩
座
と
い
ふ
所
の
日
吉
明
神
に
雨
を
祈
申
て　

雨
雲
を
そ
れ
と
頼
む
日
よ
し
の
や
人
の
よ
ゝ
し
と
思
ふ
か

げ
よ
り
／
同
時
、
同
国
の
一
宮
天
満
天
神
に
奉
り
に
け
る　

思
ふ
ま
で
な
び
け
民
草
今
さ
ら
に
い
の
ら
ず
と
て
も
雨
の
め
ぐ
み
を
／
両
社

に
か
く
申
け
れ
ば
、
雨
降
り
て
苖
み
ど
り
ま
へ
り
ぬ
」。

祈
雨
・
祈
晴
は
、
古
来
東
西
を
問
わ
ず
為
政
者
に
と
っ
て
き
わ
め
て
重
大
な
事
柄
で
あ
り
、
日
本
で
も
天
皇
が
こ
の
種
の
祈
祷
を
命
じ

た
記
録
は
少
な
く
な
い
。
ま
た
和
歌
の
徳
に
よ
る
降
雨
や
止
雨
の
逸
話
も
多
い
。
し
か
し
宗
達
作
品
の
愛
顧
者
た
ち
が
祈
雨
・
祈
晴
を
行
っ

て
い
た
こ
と
、
ま
た
後
水
尾
天
皇
に
お
い
て
は
そ
の
際
、「
源
氏
物
語　

関
屋
・
澪
標
図
屛
風
」（
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
）
等
の
宗
達
作
品
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の
発
注
者
で
あ
っ
た
醍
醐
寺
を
祈
祷
所
の
一
つ
と
し
て
い
た
こ
と
は
、《
風
神
雷
神
図
》
を
祈
雨
と
の
関
係
で
と
ら
え
る
本
稿
の
文
脈
に

応
じ
る
事
実
と
し
て
注
目
し
た
い
。

◇
《
舞
楽
図
》
と
祈
雨

宗
達
に
よ
る
「
舞
楽
図
屛
風
」（
醍
醐
寺
、
以
下
《
舞
楽
図
》）（
図
13
））

22
（

に
も
触
れ
て
お
く
。
こ
の
作
品
は
《
風
神
雷
神
図
》
と
同
じ

く
金
地
二
曲
一
双
屛
風
で
構
図
を
は
じ
め
と
す
る
共
通
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
各
隻
に
署
名
「
宗
達
法
橋
」、
朱
文
円
印
「
対
青
」
を

有
す
。
こ
の
作
品
つ
い
て
近
年
、
本
田
光
子
氏
）
23
（

は
制
作
当
初
よ
り
こ
れ
を
所
蔵
し
た
と
み
な
せ
る
醍
醐
寺
で
中
世
に
営
ま
れ
た
桜
会
と
い

う
法
会
と
舞
楽
の
関
係
を
指
摘
し
、
近
世
初
期
に
は
既
に
す
た
れ
て
い
た
桜
会
の
再
興
の
気
運
の
な
か
で
《
舞
楽
図
》
が
そ
の
伝
統
と
復

興
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
、
復
興
の
担
い
手
で
あ
っ
た
義
演
（
一
五
五
八
〜
一
六
二
六
）
の
死
後
、
意
志
を
継
承
し
た
次
世
代
の
醍
醐

寺
の
僧
に
よ
っ
て
発
注
さ
れ
た
と
推
定
し
た
。
そ
れ
を
承
け
て
中
村
里
那
氏
）
24
（

は
中
世
の
醍
醐
寺
に
お
い
て
鎮
守
で
あ
っ
た
清
瀧
権
現
へ
の

法
会
が
舞
楽
を
伴
い
祈
雨
の
修
法
と
も
結
び
つ
い
て
寺
中
安
穏
の
た
め
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と
、
清
瀧
宮
に
は
応
安
元
年
（
一

三
六
八
）
に
描
か
れ
た
障
子
絵
「
櫻
會
舞
様
」
が
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
近
世
初
期
に
そ
う
し
た
古
例
に
基
づ
き
法
会
で
の
舞
楽
再
興

が
試
み
ら
れ
た
が
実
現
せ
ず
、
そ
の
た
め
に
求
め
ら
れ
た
の
が
《
舞
楽
図
》
で
あ
る
と
述
べ
る
。
制
作
は
義
演
の
死
後
、
後
継
者
た
ち
に

よ
っ
て
義
演
が
縁
を
結
ん
で
い
た
朝
廷
の
関
与
を
得
て
行
わ
れ
た
と
す
る
。
本
稿
が
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
中
村
氏
に
よ
る
「
仁
安
元

年
（
一
一
六
六
）
に
清
瀧
宮
で
は
じ
め
て
祈
雨
が
修
さ
れ
て
以
降
、
十
三
世
紀
に
は
清
瀧
宮
で
の
祈
雨
が
定
着
」
し
「
清
瀧
権
現
は
祈
雨

の
神
と
し
て
龍
と
結
び
つ
き
、
善
如
龍
王
や
龍
女
と
関
係
づ
け
ら
れ
て
い
っ
た
」
と
の
指
摘
で
あ
る
。

《
舞
楽
図
》
に
描
か
れ
る
五
曲
す
な
わ
ち
右
か
ら
採
桑
老
、
納
曽
利
、
陵
王
、
還
城
楽
、
崑
崙
八
仙
は
、
中
世
以
降
多
数
制
作
さ
れ
た
、

舞
楽
の
演
目
お
よ
そ
二
十
曲
を
一
覧
す
る
図
像
集
的
な
も
の
か
ら
、
か
な
り
忠
実
に
舞
人
の
姿
か
た
ち
を
写
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
五
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曲
を
選
択
し
た
理
由
は
、
こ
れ
ら
が
近
世
初
頭
に
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
演
目
で
あ
っ
た
こ
と
は
判
明
し
て
い
る
も
の
の
不
明
と
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
右
記
を
踏
ま
え
て
祈
雨
と
の
関
係
を
考
え
て
み
る
と
、
番
舞
の
陵
王
と
納
曽
利
は
前
者
が
龍
を
か
た
ど
っ
た
面
を
着
け
、

後
者
が
双
龍
舞
と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
龍
神
に
関
わ
り
、
祈
雨
の
た
め
に
舞
わ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
）
25
（

。
ち
な
み
に
陵
王
や

納
曽
利
等
の
舞
楽
面
は
、
逆
立
つ
髪
、
円
形
の
金
色
の
目
玉
、
大
き
く
裂
け
た
口
な
ど
に
お
い
て
《
風
神
雷
神
図
》
の
二
神
や
龍
の
顔
だ

ち
と
通
じ
る
例
が
多
い
。
ま
た
、
還
城
楽
は
胡
人
が
蛇
を
見
つ
け
て
歓
喜
す
る
様
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
、
蛇
が
龍
に
通
じ
る
こ
と
か
ら
祈

雨
と
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

《
風
神
雷
神
図
》、《
雲
龍
図
》、
そ
し
て
《
舞
楽
図
》
は
宗
達
筆
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
祈
雨
に
関
わ
る
モ
チ
ー
フ
を
主
題
と
す
る

点
で
も
繋
が
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

む
す
び

近
世
の
祈
雨
・
祈
晴
の
詳
細
に
つ
い
て
は
中
世
に
比
べ
て
研
究
が
少
な
く
、
儀
礼
等
の
詳
細
も
分
か
ら
な
い
。
少
な
く
と
も
管
見
の
範

囲
で
、
宮
廷
お
よ
び
そ
の
命
を
受
け
た
社
寺
等
で
の
祈
雨
・
祈
晴
の
儀
礼
に
つ
い
て
、
本
稿
の
裏
付
け
と
な
る
よ
う
な
資
料
に
は
あ
た
れ

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
ま
で
の
検
討
を
踏
ま
え
て
本
稿
で
は
《
風
神
雷
神
図
》
の
制
作
時
に
次
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
た
と
推
測
し

て
お
く
。

後
水
尾
天
皇
周
辺
で
は
旱
魃
な
い
し
は
大
雨
に
よ
り
祈
雨
・
祈
晴
の
儀
礼
を
行
う
こ
と
度
々
で
あ
っ
た
。
古
典
文
化
、
宮
廷
行
事
の
復

興
に
熱
心
で
あ
る
と
と
も
に
、
新
し
い
時
代
に
応
じ
た
伝
統
の
創
造
、
皇
室
の
権
威
の
維
持
に
努
め
た
後
水
尾
天
皇
）
26
（

は
、
そ
う
し
た
儀
礼

を
検
討
す
る
な
か
で
、
新
た
な
屛
風
の
制
作
を
思
い
立
つ
こ
と
が
あ
っ
た
。
あ
る
い
は
、
修
法
を
行
う
社
寺
た
と
え
ば
醍
醐
寺
か
ら
そ
の
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制
作
の
提
案
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
制
作
は
、
宮
廷
の
愛
顧
を
得
て
い
た
宗
達
に
命
じ
ら
れ
た
。
新
し
い
屛
風
は
、
従
来
、
千
手

観
音
や
十
一
面
観
音
あ
る
い
は
善
女
龍
王
と
と
も
に
描
か
れ
て
き
た
風
神
・
雷
神
の
み
を
取
り
出
し
、
二
曲
屛
風
の
左
右
に
寄
せ
て
描
く

こ
と
と
し
た
。
二
神
の
姿
か
た
ち
は
三
十
三
間
堂
の
彫
像
や
弘
安
本
系
北
野
天
神
縁
起
絵
巻
を
は
じ
め
、
南
都
の
祈
雨
の
修
法
に
関
わ
る

絵
画
等
も
参
照
さ
れ
た
結
果
、二
神
の
雨
を
司
る
性
格
を
よ
り
明
確
に
視
覚
化
す
る
こ
と
が
図
ら
れ
た
。
そ
れ
が
《
風
神
雷
神
図
》
で
あ
っ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

な
お
、《
風
神
雷
神
図
》
が
儀
礼
に
使
わ
れ
た
な
ら
ば
、
単
独
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
先
行
作
品
に
お
い
て
脇
役
で
あ
っ
た
二
神
を
取
り

出
し
て
描
い
た
こ
の
屛
風
の
み
で
儀
礼
は
成
り
立
た
な
い
。
本
稿
前
掲
の
「
春
日
龍
珠
箱
」、「
千
手
観
音
二
十
八
部
衆
」
等
を
踏
ま
え
れ

ば
、
八
大
龍
王
、
千
手
観
音
あ
る
い
は
十
一
面
観
音
、
清
瀧
権
現
等
の
彫
像
や
画
像
が
中
尊
と
し
て
あ
り
、
そ
の
両
側
に
各
隻
を
置
い
た

可
能
性
が
高
い
と
推
測
す
る
。

一
方
、《
風
神
雷
神
図
》
と
前
後
関
係
は
定
め
難
い
が
《
舞
楽
図
》
は
先
学
の
研
究
に
言
う
よ
う
に
清
瀧
権
現
に
関
わ
る
法
会
の
復
興

気
運
の
な
か
で
発
注
さ
れ
た
。
清
瀧
宮
で
の
法
会
と
祈
雨
の
結
び
つ
き
を
踏
ま
え
て
、
雨
乞
い
に
関
わ
る
曲
を
中
心
に
五
曲
が
描
か
れ
た

こ
の
作
品
も
、
祈
雨
の
儀
礼
で
使
用
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
龍
を
描
く
《
雲
龍
図
》
も
ま
た
雨
乞
い
と
結
び
つ
き
得
る
。《
風
神
雷
神
図
》、《
舞
楽
図
》
の
意
味
や
機
能
を
思
え
ば
、
同
じ

く
宗
達
に
よ
っ
て
描
か
れ
《
風
神
雷
神
図
》
と
図
像
的
連
関
を
有
す
る
《
雲
龍
図
》
は
そ
れ
に
連
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。

宗
達
の
お
家
芸
で
あ
る
「
た
ら
し
込
み
」
や
融
通
無
碍
な
線
は
、「
雨
を
司
る
神
々
」
を
描
き
出
す
の
に
実
に
ふ
さ
わ
し
い
。
宗
達
は

祈
雨
・
祈
晴
に
関
わ
る
屛
風
の
描
き
手
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
推
測
に
推
測
を
重
ね
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は

宗
達
が
描
い
た
風
神
・
雷
神
や
龍
神
が
祈
雨
・
祈
晴
に
効
果
が
あ
っ
た
と
み
な
さ
れ
る
事
態
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。《
風
神
雷
神
図
》

が
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
本
、
ほ
ぼ
同
じ
図
像
で
光
琳
本
や
が
て
抱
一
本
へ
と
継
承
さ
れ
た
の
も
、《
風
神
雷
神
図
》
が
そ
の
機
能
に
お
い
て
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規
範
と
な
り
得
る
も
の
で
あ
っ
た
ゆ
え
か
と
も
思
う
。
当
時
、
宮
廷
御
用
が
可
能
な
土
佐
派
の
画
家
が
お
ら
ず
、
や
ま
と
絵
系
の
画
家
が

必
要
な
事
情
は
あ
っ
た
と
し
て
も
、
国
家
の
一
大
事
で
あ
る
祈
雨
・
祈
晴
の
修
法
と
関
わ
る
作
品
に
伝
統
的
な
画
派
に
属
さ
な
い
宗
達
を

起
用
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
は
、
宮
廷
周
辺
が
宗
達
の
造
形
的
特
徴
の
魅
力
に
惹
か
れ
た
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
も
う
少
し
具
体
的
な
理
由

に
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

俵
屋
宗
達
筆
「
風
神
雷
神
図
屛
風
」
と
は
何
か
。
制
作
当
初
の
鑑
賞
者
に
と
っ
て
、
そ
れ
が
「
雨
を
司
る
神
々
」
を
描
い
た
祈
雨
等
に

関
わ
る
絵
画
で
あ
っ
た
可
能
性
は
一
考
に
値
す
る
と
み
て
い
る
。
し
か
し
、
本
稿
は
諸
方
面
へ
の
知
識
不
足
ゆ
え
十
分
な
考
察
が
で
き
ず
、

特
に
宮
廷
お
よ
び
関
係
の
社
寺
、
公
家
等
に
関
わ
る
文
献
や
雨
乞
い
に
つ
い
て
の
膨
大
な
研
究
の
蓄
積
を
追
い
き
れ
ず
、
推
測
を
重
ね
る

こ
と
と
な
っ
た
。
大
方
の
ご
叱
正
、
ご
教
示
を
賜
り
た
い
。

﹇
注
﹈

（
1
） 

宗
達「
風
神
・
雷
神
図
屛
風
」に
つ
い
て
各
注
記
載
の
も
の
以
外
に
主
に
参
照
し
た
の
は
次
。
山
根
有
三
編『
琳
派
絵
画
全
集　

宗
達
一
、
二
』

日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
七
七
、
一
九
七
八
年
・
山
根
有
三
『
山
根
有
三
著
作
集
一
、
二　

宗
達
研
究
一
、
二
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一

九
九
四
、
一
九
九
六
年
・
奥
平
俊
六『
俵
屋
宗
達（
新
潮
日
本
美
術
文
庫
5
）』新
潮
社
、
一
九
九
七
年
・『（
図
録
）国
宝　

風
神
・
雷
神
図
屛

風　

宗
達
・
光
琳
・
抱
一　

琳
派
芸
術
の
継
承
と
創
造
』出
光
美
術
館
、
二
〇
〇
六
年
・
古
田
亮『
俵
屋
宗
達　

琳
派
の
祖
の
真
実
』平
凡
社

新
書
、
二
〇
一
〇
年
・
五
十
嵐
公
一
『
近
世
京
都
画
壇
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
―
注
文
主
と
絵
師
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
〇
年
・
安
村
敏
信
解

説「
特
集 

日
本
美
術
の
七
不
思
議
ベ
ス
ト
1『
風
神
雷
神
図
』に
見
る 

宗
達
の
す
べ
て
」『
芸
術
新
潮
』65（
4
）、
新
潮
社
、
二
〇
一
四
年
・
河

野
元
昭『
琳
派 

響
き
あ
う
美
』思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
五
年
・
京
都
国
立
博
物
館
、
日
本
経
済
新
聞
社
編『（
図
録
）琳
派　

京
を
彩
る
』日
本

経
済
新
聞
社
、
テ
レ
ビ
大
阪
、
Ｂ
Ｓ
ジ
ャ
パ
ン
、
京
都
新
聞
、
二
〇
一
五
年
・Yukio Lippit and Jam

es T. U
lak eds., Sotatsu (W

ashington, 

D
.C

. :the A
rther M

. Sackler G
allery, Sm

ithonian Institute, 2015).
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（
2
） 

制
作
時
期
に
つ
い
て
は（
注
1
）諸
文
献
を
は
じ
め
議
論
が
あ
る
。
伝
来
に
つ
い
て
は
次
を
参
照
。
仲
町 

啓
子「『
風
神
雷
神
図
屛
風
』と
宗
達
・

光
琳
」『
実
践
女
子
大
美
學
美
術
史
學
』一
、
一
九
八
六
年
・
田
沢
裕
賀「
作
品183

解
説
」東
京
国
立
博
物
館
、
読
売
新
聞
社
、N

H
K

、N
H

K

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
編『（
図
録
）開
山
・
栄
西
禅
師
八
〇
〇
年
遠
忌　

特
別
展　

栄
西
と
建
仁
寺
』読
売
新
聞
社
、N

H
K

、N
H

K

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
、
二
〇
一
四
年
。

（
3
） 

制
作
事
情
等
の
読
み
解
き
を
行
う
も
の
に
次
が
あ
る
。
村
瀬
博
春「
俵
屋
宗
達『
風
神
雷
神
図
』の
再
検
証
」『
石
川
県
立
美
術
館
紀
要
』二
一
、
二

〇
一
五
年
・
林
進『
宗
達
絵
画
の
解
釈
学
―『
風
神
雷
神
図
屛
風
』の
雷
神
は
な
ぜ
白
い
の
か（
日
本
文
化　

私
の
最
新
講
義
）』敬
文
舎
、
二

〇
一
六
年
。

（
4
） 

玉
蟲
敏
子「
七『
夏
秋
草
図
屛
風
』の
章
」『
都
市
の
な
か
の
絵　

酒
井
抱
一
の
絵
事
と
そ
の
遺
響
』ブ
リ
ュ
ッ
ケ
、
二
〇
〇
四
年
・
同『
俵
屋
宗

達　

金
銀
の〈
か
ざ
り
〉の
系
譜
』ブ
リ
ュ
ッ
ケ
、
二
〇
一
二
年
。
な
お
、
玉
蟲
氏
は
風
神
・
雷
神
と
雨
乞
い
と
の
関
係
と
と
も
に
、
寛
永
十

三
年
（
一
六
三
六
）
の
将
軍
家
光
に
よ
る
日
光
東
照
宮
造
替
時
に
陽
明
門
に
置
か
れ
た
風
神
・
雷
神
の
彫
像
を
重
視
し
、
風
神
・
雷
神
が
国

家
守
護
神
と
し
て
の
意
味
を
有
す
る
こ
と
も
示
す
。

（
5
） 

雷
神
、
雨
乞
い
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
各
注
記
載
の
も
の
以
外
に
主
に
次
を
参
照
し
た
。
李
均
洋『
雷
神
・
龍
神
思
想
と
信
仰 

日
・
中
言

語
文
化
の
比
較
研
究
』明
石
書
店
、
二
〇
〇
一
年
・『（
図
録
）水
―
神
秘
の
か
た
ち
』サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
・
龍
谷
大
学
龍
谷
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、

二
〇
一
五
―
一
六
年
・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ト
レ
ン
ソ
ン
『
祈
雨
・
宝
珠
・
龍　

中
世
真
言
密
教
の
深
層
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
一

六
年
。

（
6
） 

松
本
栄
一「
東
洋
古
美
術
に
現
れ
た
風
神
雷
神
」『
國
華
』四
六
八
、
一
九
一
九
年
・
脇
坂
淳「
風
神
・
雷
神
の
図
像
的
系
譜
と
宗
達
筆『
風
神
雷

神
図
』」『
大
阪
市
立
美
術
館
紀
要
』四
、
一
九
八
四
年
・
内
藤
正
人「
風
神
と
雷
神　

宗
達
・
光
琳
、
抱
一
を
つ
な
ぐ
も
の
」（
注
1
）『（
図
録
）

国
宝　

風
神
・
雷
神
図
屛
風　

宗
達
・
光
琳
・
抱
一　

琳
派
芸
術
の
継
承
と
創
造
』。

（
7
） 

景
山
春
樹「
春
日
龍
珠
筥
」『
國
華
』八
八
五
、
一
九
六
五
年
・
佐
々
木
康
之「
作
品
84
解
説
」（
注
5
）『（
図
録
）水
―
神
秘
の
か
た
ち
』・
清
水

建「
作
品167

解
説
」奈
良
国
立
博
物
館
編『（
図
録
）国
宝
春
日
大
社
の
す
べ
て　

創
建1250

年
記
念
特
別
展
』奈
良
国
立
博
物
館
、
朝
日
新

聞
社
、N

H
K

プ
ラ
ネ
ッ
ト
近
畿
、
二
〇
一
八
年
。

（
8
） 

村
松
加
奈
子「
作
品
75
解
説
」（
注
5
）『（
図
録
）水
―
神
秘
の
か
た
ち
』。
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（
9
） 

谷
口
耕
生「
作
品126

、128

解
説
」奈
良
国
立
博
物
館
、N

H
K

プ
ラ
ネ
ッ
ト
近
畿
編『（
図
録
）西
国
三
十
三
所　

観
音
霊
場
の
祈
り
と
美
』奈

良
国
立
博
物
館
、
名
古
屋
市
立
博
物
館
、N

H
K

プ
ラ
ネ
ッ
ト
近
畿
、N

H
K

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
八
年
。
千
手
観
音
二
十
八
部
衆

の
絵
画
作
品
に
つ
い
て
は
主
に
次
を
参
照
し
た
。
南
谷
恵
敬「
千
手
観
音
図
像
の
調
査
研
究
」『
鹿
島
美
術
財
団
年
報
』一
七
、
一
九
九
九
年
。

ま
た
、
風
神
の
図
像
の
類
似
に
つ
い
て
は（
注
2
）田
沢
裕
賀
解
説
が
指
摘
す
る
。

（
10
） 
北
澤
菜
月
「
作
品
67
解
説
」『（
図
録
）国
宝
の
殿
堂　

藤
田
美
術
館
展　

曜
変
天
目
茶
碗
と
仏
教
美
術
の
き
ら
め
き
』奈
良
国
立
博
物
館
、
二

〇
一
九
年
。

（
11
） 

北
澤
菜
月「〔
資
料
紹
介
〕 

新
所
蔵
の『
最
勝
曼
荼
羅
』に
つ
い
て　

室
町
時
代
興
福
寺
の
祈
雨
本
尊
」『
奈
良
国
立
博
物
館
研
究
紀
要　

鹿
園
雜

集
』一
七
・
一
八
、
二
〇
一
七
年
。

（
12
） 

龍
王
が
鉢
巻
状
の
も
の
を
着
け
て
い
る
こ
と
は
目
を
引
く
が
、
宗
達「
扇
面
貼
交
屛
風
」（
フ
リ
ー
ア
美
術
館
）に
描
か
れ
る
二
体
の
雷
神
の
う

ち
体
色
が
赤
い
も
の（
弘
安
本
系
北
野
天
神
縁
起
絵
巻
の
図
様
）が《
風
神
・
雷
神
図
》と
よ
く
似
た
バ
ン
ド
を
着
け
る
。
し
た
が
っ
て
、《
風
神
・

雷
神
図
》の
雷
神
の
バ
ン
ド
は
弘
安
本
系
北
野
天
神
縁
起
絵
巻
の
参
照
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
13
） 「
特
集　

宗
達
筆　

雲
竜
図
屛
風　

座
談
会　

宗
達
水
墨
画
を
め
ぐ
る
諸
問
題
―
新
出
雲
龍
図
屛
風
の
紹
介
を
機
に
―
」『
國
華
』九
三
四
、
一

九
七
一
年
・
西
本
周
子「
作
品
解
説　

雲
龍
図
屛
風
」『
在
外
日
本
の
至
宝
五　

琳
派
』毎
日
新
聞
社
、
一
九
七
九
年
・
田
中
英
二「
宗
達
工
房

の
分
業
制
作
に
つ
い
て
」『
美
術
史
論
叢
』三
四
、
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
・
文
学
部
美
術
史
研
究
室
、
二
〇
一
八
年
。

（
14
） 

辻
惟
雄「
伊
年
印　

雷
神
図
屛
風
」『
國
華
』一
二
九
八
、
二
〇
〇
三
年
・
本
田
光
子「
作
品
15
解
説
」東
京
国
立
博
物
館
ほ
か
編『（
図
録
）ク
リ
ー

ブ
ラ
ン
ド
美
術
館
展
―
名
画
で
た
ど
る
日
本
の
美
』NH

K

、N
H

K

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
一
四
年
。

（
15
） （
注
13
）西
本
周
子
解
説
。
な
お
、
右
隻
は
長
谷
川
等
伯
筆「
波
龍
図
屛
風
」（
本
法
寺
）の
図
像
を
用
い
る
。

（
16
） （
注
13
）田
中
英
二
論
文
。

（
17
） （
注
14
）辻
惟
雄
論
文
。

（
18
） 

奥
平
俊
六「
宗
達
の
引
用
法
―
水
墨
画
を
中
心
に
―
」『
琳
派
美
術
館
1　

宗
達
と
琳
派
の
源
流
』集
英
社
、
一
九
九
三
年
。

（
19
） 

な
お
、『
日
本
三
大
実
録
』清
和
天
皇
貞
観
十
七
年
七
月
二
十
六
日
条
に
大
和
国
丹
生
川
上
神
社
に
白
馬
を
献
じ
て
止
雨
を
祈
願
し
た
と
あ
り
、

同
社
お
よ
び
山
城
国
貴
船
神
社
に
祈
雨
は
黒
馬
、
止
雨
は
白
馬
を
献
じ
る
の
が
な
ら
わ
し
で
あ
っ
た（
石
黒
善
次
郎「
祈
雨
と
中
世
の
芸
能
」
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久
保
田
淳
編『
論
集　

中
世
の
文
学　

散
文
篇
』明
治
書
院
、
一
九
九
四
年
）と
い
う
。
黒
雲
は
雨
、
白
雲
が
晴
に
繋
が
る
た
め
、
こ
の
よ
う

な
馬
の
体
色
の
別
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。《
風
神
・
雷
神
図
》
の
雷
神
の
他
の
雷
神
の
赤
と
は
異
な
る
白
い
体
色
は
、
雷
で
雨
を
呼
ぶ
神
と
い
う

雷
神
が
備
え
る
通
常
の
能
力
と
と
も
に
、
そ
れ
と
表
裏
一
体
の
止
雨
の
霊
能
も
備
え
る
神
の
姿
と
し
て
工
夫
さ
れ
た
結
果
か
も
し
れ
な
い

と
考
え
て
い
る
。

（
20
） 

日
下
幸
男『
後
水
尾
院
の
研
究　

上
冊
・
下
冊（
―
研
究
編
・
資
料
編
・
年
譜
稿
―
）』勉
誠
出
版
、
二
〇
一
七
年
・
間
瀬
久
美
子「
近
世
朝
廷

と
寺
社
の
祈
禱
―
近
世
的
七
社
七
寺
体
制
の
成
立
と
朝
幕
関
係
―
」『
千
葉
経
済
論
叢
』五
八
、
二
〇
一
八
年
。

（
21
） 

橘
り
つ『（
古
典
文
庫596

、597

）烏
丸
光
広
集　

上
・
下
』古
典
文
庫
、
一
九
九
六
年
。
特
に「
解
説
」の
う
ち「
一
、
黄
葉
集
に
つ
い
て
」『
烏

丸
光
広
集　

下
』。

（
22
） 

辻
惟
雄
「
舞
楽
図
の
系
譜
と
宗
達
筆
『
舞
楽
図
屛
風
』」（
注
1
）『
琳
派
絵
画
全
集　

宗
達
一
』・
中
部
義
隆「『
舞
楽
図
屛
風
』と『
風
神
・
雷
神

図
屛
風
』の
画
面
構
成
つ
い
て
」『
美
術
史
論
集
』五
、
神
戸
大
学
美
術
史
研
究
会
、
二
〇
〇
五
年
）。

（
23
） 

本
田
光
子「
俵
屋
宗
達
筆『
舞
楽
図
屛
風
』の
制
作
背
景
」『
美
術
史
』五
九
、
二
〇
〇
九
年
。

（
24
） 

中
村
里
那「
宗
達
筆『
舞
楽
図
屛
風
』考
―
醍
醐
寺
清
瀧
宮
お
よ
び
朝
廷
と
の
関
わ
り
を
中
心
に
―
」『
美
術
史
学
』三
一
・
三
二
、
東
北
大
学
大

学
院
文
学
研
究
科
美
術
史
学
講
座
、
二
〇
一
一
年
。

（
25
） 

芝
祐
靖
監
修『
図
説　

雅
楽
入
門
事
典
』柏
書
房
、
二
〇
〇
六
年
・
松
岡
久
美
子「
作
品
97
解
説
」（
注
5
）『（
図
録
）水
―
神
秘
の
か
た
ち
』。

（
26
） 

熊
倉
功
夫『
後
水
尾
院
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
二
年
・『
後
水
尾
天
皇
』中
公
文
庫
、
二
〇
一
〇
年
）・
久
保
貴
子『（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
日
本
評
伝

選
）後
水
尾
天
皇
―
千
年
の
坂
も
踏
み
わ
け
て
』ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
八
年
・（
注
20
）日
下
幸
男『
後
水
尾
院
の
研
究　

上
冊
・
下
冊

（
―
研
究
編
・
資
料
編
・
年
譜
稿
―
）』・
野
口
剛
、
五
十
嵐
公
一
、
門
脇
む
つ
み『
天
皇
の
美
術
史
4　

雅
の
近
世
、
花
開
く
宮
廷
絵
画　

江

戸
時
代
前
期
』吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
七
年
。
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﹇
付
記
﹈

　

図
1
、
3
、
6
、
13
は（
注
1
）『（
図
録
）琳
派　

京
を
彩
る
』・
4
は『（
図
録
）松
崎
天
神
縁
起
絵
巻
七
百
年
記
念 

日
本
最
初
の
天
神
さ
ま　

防

府
天
満
宮
展
』山
口
県
立
美
術
館
、
二
〇
一
一
年
、
6
・
7
は（
注
10
）『（
図
録
）国
宝
の
殿
堂　

藤
田
美
術
館
展　

曜
変
天
目
茶
碗
と
仏
教
美
術
の

き
ら
め
き
』・
9
、
12
は（
注
1
） Sotatsu

・
10
、
11
は（
注
14
）『
國
華
』一
二
九
八
か
ら
複
写
転
載
し
た
。
図
2
、
5
は
奈
良
国
立
博
物
館
画
像
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
掲
載
画
像
を
許
可
を
得
て
使
用
す
る
。

 

（
文
学
研
究
科
准
教
授
）
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1　俵屋宗達筆「風神・雷神図屛風」（建仁寺）

2　「春日龍珠箱」（14世紀、奈良国立博物館）
画像提供：奈良国立博物館（撮影　森村欣司）
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4　「松崎天神縁起絵巻（弘安本系北野天神縁起絵巻）」（1311年、防府天満宮）

5　「春日龍珠箱」
（14世紀、奈良国立博物館）
外箱蓋裏　部分　＊左右反転
画像提供：奈良国立博物館
（撮影　森村欣司）

3　俵屋宗達筆
「風神・雷神図屛風」（建仁寺）
右隻部分
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6　「八大龍王尊像」（15～ 16世紀、藤田美術館）

7　「八大龍王尊像」
（15～ 16世紀、藤田美術館）　
部分　＊左右反転

8　俵屋宗達筆「風神・雷神図屛風」
左隻部分
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9　俵屋宗達筆「雲龍図屛風」（フリーア美術館）

10　「伊年」印「雷神図屛風」（クリーブランド美術館）
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11　「伊年」印「雷神図屛風」
（クリーブランド美術館）

12　俵屋宗達筆「雲龍図屛風」
（フリーア美術館）　左隻部分

13　俵屋宗達筆「舞楽図屛風」（醍醐寺）
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SUMMARY

Wind God and Thunder God by Tawaraya Sōtatsu:
A Painting of Gods of Rain

Mutsumi Kadowaki

This paper speculates that Wind God and Thunder God (Kennin-ji Temple, 
Kyoto) by Tawaraya Sōtatsu (active early 1600s) was produced in association with 
rainmaking. 

First, I reexamine the genealogy of wind god and thunder god images. 
Previous studies have identified the paintings that Sōtatsu referenced, but there are 
other important works that have not been considered in relation to the Sōtatsu 
screens. Those works clearly show that the wind god and the thunder god have the 
same character as dragons or dragon gods. It can be inferred that the visual 
representation of dragons in these works also influenced the figures of the wind 
god and the thunder god of Sōtatsu’s screens. Second, I discuss Sōtatsu’s depiction 
of dragons in Dragons and Clouds (Freer Gallery of Arts) and his other depiction 
of the thunder god in Thunder God (Cleveland Museum of Art). Together, Wind 
God and Thunder God, Dragons and Clouds and Thunder God show that dragons 
and the thunder god were both associated with the power to control rain. In 
addition, the similarity of their poses and compositions likely owes to the fact that 
they were perceived to share this ability. Third, I consider the reason why Sōtatsu 
painted the wind and thunder gods of rain. Documents confirms that Emperor 
Gomizuno’o, who was Sōtatsu’s most influential patron, frequently sponsored 
prayers for rain and cessation of rain. This raises the possibility that Wind God and 
Thunder God was used in such rituals. Fourth, Sōtatsu’s painting Bugaku Dancers 
(Daigoji Temple) is also related to rain. The circumstances of its production have 
been elucidated by recent studies that have indicated that Seiryū Shrine was a site 
of rainmaking rituals at Daigoji, during which Bugaku was performed. 
Furthermore, it can be pointed out that two of the five performances depicted in 
the screens had been performed as part of prayers for rain since ancient times.




